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稲　葉　　　滋本部事務局長

［Ⅰ］概要

　ＡＰＡＡ第21回総会が、2025年11月６日から10日の日程でマレーシアのクアラルンプール・コンベンション

センター（ＫＬＣＣ）で開催された。登録者数は、ゲストを含め、1524名（67ヵ国）であった。同じ会場で開

催されるASEAN Summitの日程との関係で、当初計画されていた日程を変更して開催された。ＡＰＡＡでは

毎年理事会が開催され、２年毎に総会が開催される。総会が開催される時の年大会を「総会」と称し、それ以

外の年大会を「理事会」と称する。総会では理事の改選が行われることから、総会が開催される年大会では、

旧理事、新理事による２回の理事会が開催される。

［Ⅱ］組織運営に関するプログラム

（１）ＤＡＹ１（Nov.6）

●ExCom/AdCom Meeting

　Exective Committee MembersとAdvisory Committee Membersの合同会議であり、ＡＰＡＡが抱えている

課題等について議論が行われる。

（１）ＤＡＹ２（Nov.7）

●スペシャルコミッティミーティング

　組織運営に関連して、各スペシャルコミッティの会合が開催された。

●第77回理事会

　理事会では、毎年、ＡＰＡＡ運営に関する諸議題等について話し合われる。

（２）Nov.10

●第21回総会

　新理事の承認が行われた。次期会長であった竹内耕三（Ｊ

Ｐ）が会長に就任した。

●第78回理事会

　総会の年には、次期会長の選任が行われる。今回は、複

数の立候者があったため、次期会長選挙が行われ、Pablo M. 

Gancayco（PH）が次期会長に選出された（写真左）。また、

ＡＰＡＡ2029がオーストラリアのゴールドコーストに決定し

た。

APAA第21回クアラルンプール総会
（第77回及び第78回理事会）開催報告
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［Ⅲ］IP 実務に関するプログラム

（1）常設委員会の会合

　APAAには６つの常設委員会がある。今年は、以下の議題について各常設委員会の会合がＤＡＹ３

（Nov.8）の午前・午後に分けて開催された。常設委員会の委員以外の参加者も、オブザーバーとして常設委

員会会合を聴講することが可能である。各会合の詳細は、各委員会報告を参照のこと。

午前開催 Topics
A n t i - C o u n t e r f e i t i n g 
Committee Recent Customs Law and Practice

Copyright Committee AI Generated Works and Copyright
Patents Committee Unity of Invention: An Unpredictable Hurdle in Cross-Border Filings
午後開催 Topics

Designs Committee Keeping More Than One: Protecting Cohesive Designs Across Sets, Series, 
and Multiple Items

Emerging IP Rights Deepfakes and IP
Trademarks Committee Non-traditional TM

（2）ラウンドテーブル

　ラウンドテーブルは2023年の釜山理事会で導入され、以降、毎年開催されており、常設プログラムとなっ

た。今年は、以下の４つの議題について、ＤＡＹ２（Nov.7）に開催された。座席数に限りがあるため、参加

者は事前にオンラインで登録する必要があるが、立ち見も可能である。

Topics Hosts
The Future is Now: Examine the Challenges and 
Ethical Considerations of Integrating AI in Legal 
Practice

Jason Chan (Amica Law LLC)
Pawel Piotrowicz (Venner Shipley)

Unlocking Innovation or Locking It Down? The Role of 
Standard Essential Patents (SEP)

Vaishali Mittal (Anand and Anand)
Thomas Schwarze (Vossius & Partner)

Exploring Non-Traditional Marks: Analyzing likelihood 
of confusion in trademark enforcement

Pearl Alcantara (AJA Law)
Clare Cornell (Finnegan Europe LLP)

Own Your Voice: Leverage the Power of Public 
Speaking to Engage Audiences and Sustain Their 
Interest

David Llewelyn (David Llewelyn & Co. LLC)
Gaston Richelet (Richelet & Richelet)

（3）ワークショップ

　ワークショップがＤＡＹ５（Nov.10）の午前に開催された。議題は以下の通りである。

Topics Panelists

1: Global Patent Strategies - 
Craft a Comprehensive Patent 
Protection Plan

Speakers： 
Yuichiro Takahashi, Takahashi Hayashi and Partner Patent Attorneys, 
Inc.
David Postolski, Gearhart Law
Morag MacDonald, Bird & Bird
Moderator：Jerry Lin, Tai E International Patent & Law Office

2:  Navigate Cross-Border 
Trademark Infringement: 
Discussing Challenges Posed 
by Digital Platforms

Speakers: 
Siew Ling Su, Linda Wang Su & Boo （a member of ZICO IP）;
Ian Drew, Davies Collison Cave; and
Peter Gross, Boehmert & Boehmert
Moderator: Jeong Won Lee, Firstlaw, P.C.
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［Ⅳ］ソーシャルプログラム

（1）ＤＡＹ２（Nov.7）

●Reception for First-Time Participants

　年大会の初参加者のためのレセプションが開かれた。毎年、初参加ではない輩が散見されたが、今年は入場

時に参加資格のチェックを行った。

●Opening Ceremony

　開会式はＫＬＣＣで開催され、獅子舞および龍舞の演舞を先

導に、来賓が入場した。続いて大会共同議長による歓迎挨拶お

よびＡＰＡＡ会長による挨拶が行われた。その後、マレーシア

連邦の首席判事が基調講演を行い、大会の正式な開幕が宣言さ

れた。式典の締めくくりとして、伝統と現代性を融合させたマ

レーシア武術のパフォーマンスが披露された。

●Welcome Reception

　オープニングセレモニーに引き続いて、ウェルカムレセプションが開催れ、参加者同士歓談した。

●Hospitality Night

　ウェルカムレセプションに引き続き、恒例のAPAA Bandの

演奏が行われた。Hospitality NightはＤＡＹ３（Nov.8）のカ

ルチャルナイトの後にも開催された。写真は、フォークソング

Rasa Sayangの合唱風景。

（２）ＤＡＹ３（Nov.8）

●Working Lunch

１） President's Lunch

　毎回、Guests, ExCom/AdCom members, Gropu Presidents, Co-chair of Standing Committees等を招待して

President's Lunchが開催される。Guestの多くは、IP関連の姉妹団体の代表であり、各代表は当該団体につい

ての簡単なスピーチの機会がある。

２） Participants' Lunch

　ランチは、知財実務家同士の交流や情報交換の場として機能している。

　ＤＡＹ５（Nov.10）にもParticipants'Lunch、Councillors'Lunchが開催された。

●Women in APAA Networking Hour

　Women in APAAは2015年の沖縄総会が初回であり、それ以来ＡＰＡＡの恒例行事となっている。今年は、

Women in APAAの10周年にあたり、記念映像が上映された。

●Cultural Night

　ＡＰＡＡの恒例行事として、開催国の文化を活かしたCultural Nightが開催され、当該国の食物、飲み物、
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エンターテイメント等が提供される。今回のCultural Nightの

会場は、Mandarin Oriental hotel（ＫＬＣＣに隣接）であっ

た。カルチュラルナイトは、マレーシアの多文化的背景を反映

し、主要民族の祝祭をテーマとして開催され、体験型の催し等

が行われた。

（３）ＤＡＹ４（Nov.9）

●EXCURSIONS

　ＡＰＡＡの年会では会議期間中にエクスカーションが含まれることが特徴である。知財の国際会議におい

て、登録料にエクスカーション及びＡＦＰツアーがインクルーシブの会議はＡＰＡＡの特徴の一つである。

（４）ＤＡＹ５（Nov.10）

●Farewell Banquet

　Farewell Banquetはウェルカムレセプションと同じ会場で

開催された。当夜は、次期会長選挙結果の発表、会長交代の挨

拶、各種表彰が行われ、また、次年度の香港大会のプロモー

ションビデオが上映された。Gala終盤はダンスタイムとなっ

た。写真は、Hari Subramaniam前会長とAPAA2025実行委員

会メンバー。

［Ⅴ］登録者統計

　会議登録開始当初は登録者数が伸び悩んでいたが、最終的には登録者は1500名を越えた。登録者数が

Farewell Banquetの収容人数を越えたことから、最後の方は、Farewell Banquetに出席できないことを条件と

して、会議登録を受け入れた。

●会員の登録情報は以下の通りである。
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●ＡＰＡＡの年大会では、会員対象地域以外の知財実務者（弁理士ないし弁護士）はオブザーバとして参加が

認められている。オブザーバの登録情報は以下の通りである。

［Ⅵ］おわりに

　今回のクアラルンプール総会では、会議の準備、運営は円滑に行われていたと考える。昨年のＡＰＡＡ

ジャーナルにおいて、マニラ年大会は、ネームタグにバーコード等の識別情報が無く、各会議の参加者の管

理、記録が困難であった点を指摘したが、今回は適切に対応できていた。２年後には大阪総会が控えており、

大阪総会のＰＣＯであるコンベンションリンケージ及びＪＴＢの担当者に視察して戴いたことは大変有意義で

あったと考える。

　会場であるＫＬＣＣは規模が大きく、同じフロアで全ての会場（ミーティングスペースを含む）が設置でき

たこと、また、すべてのホテルが会場から徒歩圏内にあったことから、参加者にとっては便利なｖｅｎｕｅで

あったと考える。

　最後に、開催年に入ってから日程変更があったことを考えると、現地の実行委員会において、各種調整に多

大な労力を要したであろうことは想像に難くない。クアラルンプール総会を成功裏に終えることができたの

も、ひとえにマレーシア実行委員会の尽力によるところが大きく、この場を借りて謝意を伝えたい。

以上




